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0.1を10回足しても1.0にならない！ 
コンピューターでは，2進数で表現する。 
0.1 = (0.CCCCD)16×2-3

数の表現と誤差
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倍精度実数
DOUBLE PRECISION　もしくは　REAL(8)

単精度実数

倍精度実数

単精度実数 
精度7桁 
有効数字6桁

倍精度実数 
精度16桁 
有効数字15桁
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Tips
前回の課題

単精度と倍精度との有効数字の違い 
 

 

 

2.718282x2 − 684.4566x + 0.3161592 = 0

x = 4.61914 × 10−4, 251.797

2.718282x2 − 1.854089x + 0.3161592 = 0
x = 0.340569, 0.341512



• フラグを使いこなす 
• 素数を計算する

2025/06/04
本日の目標

onとoffの状態判定に用いる変数 
例えば，「支払い済みフラグ」 
最初は0を入れる。 
お金を支払ったら，支払い済みフラグの値を「1」に。 
これで，「支払い済みフラグ」の値を見ることで，お金を払っ
たか否かが判断できる。 
支払い済みフラグ = 0
IF (お金を払った? == 払った) THEN
   支払い済みフラグ = 1
END IF
IF (支払い済みフラグ == 0) 催促。

条件（状態）判定
フラグについて



DOループの入れ子
カウント変数は別に

DO M = 1, Last_M
    DO N = 1, Last_N
        Product = M * N
        PRINT *, M, “ “, N, “ “, Product
    END DO
END DO

!DO変数の変更は不可
DO I = 1, 200
    I = 100
END DO
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1. 組み込み関数MODを用いて，正の整数  までの素数の個数
を求めるプログラムを作成する。 までの素数の
個数，ならびに最大の素数を求めよ。 
MOD(m, n)：mをnで割った商の剰余を与える 
提出物：プログラム　kadai7_1.f90 
　　　　実行結果のスクリーン画像　kadai7_1.png

N
N = 1,000,000

2025.6.4
今日の課題



1. 調べる最大の正の整数Pを入力する 
2. 素数の数を初期化（2を代入）する。 
3. DOループ，n=5, P, 2　←　nが偶数のときは調べる必要はない。 

nが素数かどうかについて調べる。→　3からMNまでの整数で割り切
れるかどうか順に調べる。MNは でよい 

1. 素数のフラグ（FP）を0とする。 
2. MNを計算する。MN=INT(SQRT(real(n)))
3. DOループ，m=3, MN
1. MOD(n, m)==0であれば素数でない。→素数フラグを1にする。

4. MNまで調べた後，FPが0であれば素数，1であれば素数でない
5. 素数であれば（FP==0），素数の数を1増やす。

n

アルゴリズム
素数を求める


